
                                ＜派遣報告書＞ 

                            2023/04/23 

                        報告者 日髙 煌我 

 

 

１) 大会名 第７７回南九州四県対抗バスケットボール選手権大会 

 

２) 期 日 令和５年４月２２日(土)・２３日(日) 

 

３) 会 場 山鹿市カルチャースポーツセンター(山鹿市熊入町 416) ：男子会場 

  鹿本体育館(山鹿市鹿本町来民 722) ：女子会場 

 

４) 派遣者 上山 正智, 山中 萌衣, 谷山 広樹 

    石谷 裕貴, 大村谷 菜々, 坂之上 拓也, 日髙 煌我(以上７名) 

 

５) 担当試合 

    〔22 日〕男子 

①  東海大星翔 (熊本２) － 宮崎工業 (宮崎２) コート：A２ 

 CC：林 剛太 [熊本] U１：内田 一楓 [大分] U２：日髙 煌我 [鹿児島] 

②  宮崎工業 (宮崎２) － 柳ヶ浦 (大分２) コート：B５ 

CC：薮崎 康平 [熊本] U１：本間 翔太郎 [宮崎] U２：日髙 煌我[鹿児島] 

〔23 日〕男子 

③  宮崎工業 (宮崎２) － 鹿児島工業 (鹿児島２) コート：B２ 

 CC：野田 宏樹 [熊本] U１：東田 和久 [熊本] U２：日髙 煌我[鹿児島] 

 

 

６) ゲーム 

① 東海大星翔 (熊本２) － 宮崎工業(宮崎２) コート：A２ 

PGC に関しては、新ルール・両チームのバスケットスタイルについて確認を行った。

ゲームの反省としては、早い展開でバスケットが繰り広げられたがプレーヤーの RUN

に遅れることなく先にポジションに入り判定を重ねていくことが出来たと感じる。一

方、自分のプライマリで空中のコンタクトに対して笛が鳴らなかった場面があった。

4Q の 0453 日髙 L、林 C、内田 T。クローズダウン中 C サイドからドライブが始まり、

リング下に潜り込んでいる状態でプレーヤーの空中での接触が起きた。現場の自分は



コンタクトを十分に把握することが出来なかった。DF はリーガルガーディングポジシ

ョンを占めた状態で垂直にジャンプ。現場では 3rd のレフェリーがコール。コーチも

ベンチ内を走ってアピールする形となってしまった。 

原因は視野を広く持てておらず、自分の目線が他の選手と重なってしまったことであ

る。しっかりと次に起こりそうなプレーに対してポジションアジャストを丁寧に行う

べきだと反省。 

    

 

 

 

②  宮崎工業 (宮崎２) － 柳ヶ浦 (大分２) コート：B５ 

     PGC に関しては身長の高い選手が所属しているためゴールテンディング・インタフ

ェアレンスについて確認を行った。ゲームを終えて映像を見返してみると、「明らか

なもの」ではないが笛を鳴らしてしまった場面があった。３Q の 0739 日髙 C、目

の前でのプレー。トップの位置からコーナーにパス。その際にオフボールスクリー

ンをした選手が左腕を使って DF を hold してしまった。DF に対する影響がどのく



らいあったのか完全には把握をしないでコールをしてしまった。前半までのプレー

でも同じような現象があり、少し敏感になりすぎていたのかもしれない。時折コミ

ュニケーションはとれていたのでそこは良かった。いち早くポジションに入り、プ

レーを少しでも長く見なければならなかったと反省。 

 

 

         

    

 

 

③ 宮崎工業 (宮崎２) － 鹿児島工業 (鹿児島２) コート：B２ 

１st コールを大事にしすぎたのが原因なのかもわからないが 1Q は笛を鳴らす機会を

所々で逃していたように感じていた。しかし、２Q からはバランス良く笛が入るよう

になった。２Q の 0705、白ブレイクの場面。青 15 のファウルを C から宣告している

が、映像を見返してみると自分の C to C が遅いと反省。映像では白の選手が自分で

体のバランスを崩しているが現場では青 15 の接触によってバランスが崩れたように

見えてしまった。それに、レポート時の POC を HIT としてしまった。起きた現象と



判定している現象がマッチせずコーチがアピールする形になってしまった。同じクル

ーだった野田さんからは「判定の合っている合っていないではなく POC はプッシング

が良かった。」と助言も頂けた。判定のミスに繋がった原因は C to C がとにかく遅

かったことだと反省。 

 

 

 



 

 

 

 

 



７) 感 想 

今回、初めて県外派遣に参加させて頂きました。各県審判員の皆様、並びに大会関係者の皆

様、選手・スタッフ・コーチの皆様には大変お世話になりました。本当にたくさんの「学び」

があった今大会だったなと感じております。県外審判員の方とコミュニケーションをとら

せて頂いた際には、自分がレフェリングで課題にしていることに関して親身になって一緒

に改善策を見つけてくださり、本当に感謝致します。 

ゲーム中も選手・コーチとたくさんコミュニケーションをとらせて頂きました。チームが

大会にかける思いや選手一人ひとりの意気込みを間近で感じることができ、改めてそのゲ

ームを会場にいらっしゃる全ての方々で運営していくことの大切さに気付くことが出来ま

した。どのようにコミュニケーションをとったらゲームがよりいいものになるか、学ぶこ

とがたくさんありました。 

今回学ばせて頂いた貴重な経験は今後県内で行われる各種大会で今まで以上に色々な角度

から少しずつ還元して参ります。そして、半年も経たないうちに地元での国体が開催され

ます。少しでも大会や先輩方の力となれるよう今後も精一杯精進して参ります。 

今大会、派遣頂きました鹿児島県バスケットボール協会をはじめ、原田審判委員長、各カテ

ゴリーの方々に深く御礼申しあげます。ありがとうございました。 

 

以上、ご報告とさせていただきます。 

 


